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図書館と
コミュニティアセット

永田 治樹

参考：Library compas, no. 7. 

https://www.miraitosyokan.jp/future_lib/lib_compass/no5/

第7 回未来の図書館研究所シンポジウム



コミュニティ（地域社会）をここちよいものに

1. コミュニティ住民

2. 社会的機関（学校、病院、図書館、
博物館、公園など）

3. 経済的資産（会社、個人のビジネ
ス活動など）

4. 物語（コミュニティの歴史など）

5. 協会・自治会・クラブ、ボラン
ティア

6. 物理的資産（公共交通、上下水道、
警察署など）

https://www.ruralhealthinfo.org/toolkits/rural-toolkit/1/asset-

identification
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https://tools2engage.org/tool_keywords/asset-mapping/



公共図書館の
役割：ユネス
コ公共図書館
宣言2022

あらゆる種類の知識や情報をたやすく入手で
きるようにする，地域の情報センターである

◼ 知識社会の不可欠な構成要素として、すべて
の人に情報の意味のある利用を可能にすると
いう責任を果たす。また、知識の生産と情報
や文化の共有・交換に必要な，そして市民の
関与を推進するための，公共スペースを提供
する

◼ 図書館は地域社会を育むもので，地域の要求
を満たし生活の質の向上に貢献するサービス
企画を支援する。人々の図書館への信頼に応
え，地域社会への積極的な情報の提供と啓発
が公共図書館の目指すところである。

地域社会（コミュニティ）を育む
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図書館とコミュニティ

■ 図書館自体が、地域社会における資産（コミュニティアセット）

■ 図書館は、地域社会を触発するアセット

米国の博物館・図書館サービス機構(IMLS)の「コミュニティ触発
イニシャティブ」（Community Catalyst Initiative) ← 80年代以降の
ABCD（Asset Based Community Development）の成功事例
https://www.nurturedevelopment.org/asset-based-community-development/

Cf. 豊田恭子『闘う図書館：アメリカのライブラリアンシップ』（筑摩選書）, 

2022.10.
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アセットベースのコミュニティ開発

とても参考になるブログ

『あきとアウトプット』（高宮
あきと）

「アセットベースのコミュニ
ティ作り：「ないモノや問題」
でなく「あるモノと可能性」に
焦点を当てる」

https://www.a-output.com/asset-

based-community-development

社会活動モデル コミュニティづくりモデル

「必要なもの」「足りない
もの」にフォーカスする

「既にあるもの」にフォーカスする

「問題」を見つけ、その問
題を解決しようとする

話し合い、既にあるもの、機会から築き上げ
る

チャリティ等外部支援指向 投資指向

機関の重視 協会等の重視

個人にフォーカス コミュニティにフォーカス

目標は、サービスや設備の
提供・導入

住民の関与を増やし、地域の力を上げる

資格のある人が中心 住民同士の関係が中心

答えは問題対応にある 答えは地域の人にある

地域の人は外部エージェン
トの「お客様」

地域の人は変革の当事者
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地域にあるアセットをベースにして持続可能なコミュニティを築く



本シンポジウムへの
問題提起

図書館が、地域コミュニティにおけるさまざまな
アセットをどのように確保し、それを人びとに伝
えるかという議論の枠を設定しました

二つの発表

①都城市立図書館での試み：旧市街図による共有
できるコミュニティの物語の確保、パブリック・
ヒストリー活動につながるもの

②後藤真氏による歴史情報学実践：地域のさまざ
まなものが、どのようにコミュニティアセットた
りうるか（考え方、デジタル化など）
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（参考１）
IMLSの「コミュニティ触発イニシャティブ」のねらい

■ 現在のコミュニティ開発とその評価に関わる実践の支援

■ 図書館や博物館が、特定の人々（例：退役軍人など）へのより良
いサービス提供機会の発見と、利用者中心の設計・連携に基づい
たツールの開発

■ 図書館や博物館が提供する家庭学習の環境で、地元のSTEM 実践
者を最大限に活用して科学の探求を促進する方法の調査研究

■ 博物館と図書館が地域社会のウェルビーング（人々の幸せ、繁
栄）にどのように貢献しているかの分析

■ 期待される行動、アウトプット、および長期的な成果を確立する
ための変化の理論の作成
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https://www.imls.gov/our-work/priority-areas/community-catalyst-initiative



（参考２）
「コミュニティ触発イニシャティブ」における
関与のあり方
https://americanlibrariesmagazine.org/blogs/the-scoop/becoming-catalysts-changing-world/

■ 耳を傾け、共有し、適応し、反復します

■ コミットメント（果たすべきこと）を示します

■ 状況に応じて、利害関係者にも関与をお願いします

■ コミュニティ全体の一部として、自分の仕事をコミュニティアセット内に位置付けます

■ パートナーから、新しいアイデアを得ることを恐れない

■ 興味をそそる、そして有意義な方法で進捗状況をとらえ、簡単な対応をしないように
します

■ 事例つくるため、テーブルについてくれるように依頼します
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